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研究成果の概要（和文）：本研究は自然界の魚類と生物規範ロボットの遊泳性能の評価・最適化ができるシステ
ムを構築した．3Dプリント技術により、磁場で制御する小型遊泳ロボットの開発した.「流体力学」、「構造力
学」並びに「動力学」の統合解析計算流体力学モデルの開発を行った．ロボット実験に基づいて計算流体力学モ
デルの信頼性を評価・改善した．自然界の魚類が様々な周波数と振幅での遊泳パフォーマンスを計算して、波打
ち遊泳の様々な新た流体力学の原理を解明し、単位距離エネルギー消費量が最小化にする方法を発見した．魚類
規範遊泳ロボットに遊泳性能の最適化を実現するために、特定の尾部振幅を維持し、周波数により速度を調整す
る制御方法を確立した.

研究成果の概要（英文）：This research constructed a system to estimate and optimize the swimming 
performance of natural fish and artificial swimming robot.By applying 3D print, a micro swimming 
robot controlled by magnet-field is designed and developed. An integrated solver including ‘
hydrodynamic solution’, ‘structure-solution’ and ‘dynamic solution’ is developed. Based on 
robot experiment, the integrated solver is evaluated and improved.The swimming performance of 
natural fish under various frequencies and tail-beat amplitudes are tested by simulations. A few 
novel mechanisms of undulatory swimming are revealed, and the means to minimize the cost of 
transport is discovered. To optimize the swimming performance of artificial fish-like swimming 
robot, a control approach as follows is suggested: a specific tail amplitude should be maintained, 
while using frequency as the control parameter to adjust speed.

研究分野：計算流体力学、生物規範工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は物理学、解析力学、生命科学など多分野に貢献できる．異なる機能を持つ生物規範型の遊泳ロボットが
災害救助、資源探索、医療等の領域において活躍することが期待されている．本研究は、合理的な遊泳性能評価
基準を確立し、遊泳性能の最適化制御方法を発見し、我々がより自然界における生物運動の理解を深め、生物規
範型の人工物の設計理念を変える．更に、本研究は磁場で制御する生物規範の小型遊泳ロボットの設計・製作を
し、様々な機能を搭載することが可能であることから、医学領域等への応用も期待される．先進的な計算流体力
学ソルバを開発し、理論研究と工業応用に流体力学の解析に大きな役割を果たすことが期待できる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

異なる機能を持つ生物規範型の遊泳ロボットが災害救助、資源探索、医療等の領域において活
躍することが期待されている．しかし、それらの新しい技術の多くは、主に材料と製作技術に
フォーカスしており、遊泳性能の評価・最適化には多くの関心を寄せていない．それにより、
遊泳ロボットの性能の向上については、いまだ多くの議論するべき余地が残っている． 

遊泳ロボットに関する研究の現状としては、遊泳性能最適化の指標も明確とされていない．現
在に至るまでは、船舶の推進理論を用いた「推進効率」で魚類の遊泳と遊泳ロボットの性能を
評価し、「推進効率」の最大化を目指してきた．しかし、近年の魚類の遊泳観測データから、「推
進効率」を生物遊泳の性能評価指標として用いる適切性を見直す必要があることが明らかとな
った．より合理的な評価基準を確立することは、我々がより自然界における生物運動の理解を
深め、生物規範型の人工物の設計理念を変えることが期待できる． 

 

２．研究の目的 

（１） 磁場の生成及び制御する機構を含め、磁場で制御する生物規範の小型遊泳ロボットの
設計・制作を行う．小型遊泳ロボットは、コイルから生じる磁場を用いて、ロボットの頭部の
磁石を制御し左右運動させ、その波の伝播で弾性系の胴体変形による前進運動を実現する． 

 

（２） 現在所有している「流体力学」と「動力学」の連成解析が可能なソルバに「構造力学」
の連成解析を加え、高性能かつ信頼性の高い数値計算ソルバを開発し、数値計算ソルバの信頼
性を評価する． 

 

（３） 波動的な遊泳において、推進効率の最大化はエネルギー消費が増加する可能性がある
ことを示す．また、その背景となる流体力学の原理を解き明かす． 

 

（４） 数値計算手法と魚類の観測実験を用いて、自然界の中の生物運動は、推進効率の最大
化ではなく、単位距離あたりのエネルギー消費量が最小化の最適化を目標としていることの合
理性を証明する． 

 

（５） 最終的には、計算手法と工学実験を用いて、遊泳ロボットの性能の評価・最適化がで
きるシステムを構築する．さらに、それを基に、生物規範遊泳ロボットの最適化を行う．また、
本研究で確立した遊泳ロボットの性能の評価・最適化ができるシステムは、他の生物規範の遊
泳ロボットの設計・評価・最適化にも用いることが出来る汎用性を示す。 

 

３．研究の方法 

（１） 磁場により制御する受動的変形遊泳ロボット（磁場・水槽を含む）の設計・試作. 磁
場はコイルを用いて製作し、交流電圧を加えることで生じる周期的な磁場をを制御する電子回
路も製作する．遊泳ロボットの密度を水に近づけるために、ロボットの頭部は磁性を持つ材料
と密度が低い材料（磁性材料の密度を中和するため）を用いる．頭部以外は、密度が水に近く、
均一の厚みを持つ長方形の弾性体を用いる．これにより、頭部が磁場の影響で左右運動する際
に、胴体が受動的な変形を伴い、波動運動を実現する． 

 

（２） 流体構造連成解析（FSI）を含んだ波動的な自由遊泳の数値計算ソルバを開発する． 

研究代表者が以前開発した「流体力学」－「動力学」の連成解析が可能なソルバに、「構造力学」
の連成解析も加え、遊泳ロボットの設計をサポートするソルバを開発する． 遊泳ロボットの尻
尾の部分は水平面しか変形できないことを仮定し、適切な弾性変形理論モデルを用いて単体の
ソルバを構築する. ロボットの胴体弾性係数とそれを動かす磁場の強度を入力値として数値計
算ソルバに与え、自由遊泳をするロボットの運動速度、胴体変形、及び流れ場の変化を計算す
る．計算して得られた結果と実験で測定したデータとを比較し、ソルバの妥当性を検証する． 

 

（３） 「推進効率の最大化」は「単位距離あたりのエネルギー消費が最小」ではないことを
証明し、自然界の魚類は「推進効率を最大化する」ことを目標としていないことを明らかにす
る. 魚類の観測実験のデータを基づき、計算流体力学モデルを用いて、異なる振幅と周波数の
組み合わせ時における魚の「推進効率」と「単位前進距離当たりのエネルギー消費」を算出し、
分布図を作成する．さらに、「推進効率」が最大と「単位前進距離当たりのエネルギー消費」が
最小の振幅と周波数の組み合わせを探し、魚はどちらの指標を目標として遊泳運動を行ってい
るかを明らかとする． 

 

（４） 遊泳ロボットの性能評価・最適化ができる設計指針を確立する.これらの設計指針は、
今後他の遊泳ロボットや飛行ロボットの設計にも応用できる． 



 

４．研究成果 

（１） 磁場生成システムの構築（ヘルムホルツコ
イル、水槽、および電気回路システムの製作）、並び
磁場による制御する遊泳ロボットの製作を完了した． 

磁場装置とロボット（図１）の試作が成功したこと
で、独特かつ精妙な流体実験装置が構築できた．本
装置では、ロボットに全く接触しない状態で、ロボ
ットに波動的な遊泳をさせることができる．それは、
接触式な駆動装置の自由度の束縛制限を解放できる
だけでなく、輸入効率の概算値も簡単に出せる．よ
って、本装置は今後魚類の遊泳原理の解明や、生物
規範型ロボットの最適化の実験に活用できることが
期待できる． 

磁場発生用のコイルは最初では手作りの
ものを用いたため、精度が低い、そこでフランスの
共同研究者にアトバイスを求めた結果、高精度・低
コストの工業既製品を導入し、磁場生成システムの
構築が順調に終えた．磁場生成システムはヘルムホ
ルツコイル（空間的に均質な磁場を発生できる、同
一の二つのコイルを同一の中心軸を持つように配置
し、距離はコイルの半径である）、水槽、周期的な磁
場を制御する電子回路及び測定システムから成る．
直流電流を与えた状態での測定結果によると、磁場
の空間均一性と時間的な安定性共に問題がない． 

ロボットの頭部は磁石と密度が水と同程度の樹脂 3D プリント材料を用いた． 3D プ
リント技術により、中空の頭部を作った（磁石の密度を中和するため）．磁石は中空の頭部の内
側に配置された．頭部以外は、密度が水に近い、均一の厚みを持つ長方形の弾性ゴムを用いた．
これにより、全体の密度は水とほぼ同じく、頭部が磁場の影響で左右運動する際に、胴体が受
動的な変形を伴い、波動運動を実現した（図２）．  

 

（２） 流体構造連成解析（FSI）を含んだ波動的な自由遊泳の数値計算ソルバの開発、「流体
力学」、「構造力学」と「動力学」の統合解析ソルバの構築とテストを行った． 

弾性変形理論モデルを用いて 2 次元の弾性変形の計算モデルを構築した．この弾性変
形の計算モデルは、Thomas らのモデル（参考文献１）を参考して、Fortran 言語でプログラ
ムされた. その後、弾性変形の計算モデルと既存の「流体力学」－「動力学」ソルバと弱連成
し統合ソルバを構築する（流れ図は図３に示す）． 

高速度カメラによる磁場制御ロボットの運動撮影
と MATLAB画像処理による変形・運動解析（図２）を行って、
統合解析計算流体力学モデルにより、自由遊泳をするロボ
ットの運動速度、胴体変形、及び流れ場の変化を計算し、
得られた結果と実験で測定したデータとを比較し、計算流
体力学モデルの信頼性を評価した．今までのところ、ソル
バーの計算安定性はまだ改善する必要があるので、その調
整やテストは進行中である. 

本統合解析ソルバは、弾性変形体の水中運動のよ
うないくつか異なる力学性質をもつ複雑な解析において、
商用流体計算ソフト以上の適用範囲と正確度を出すことが
できる．今後、魚類の遊泳原理の解明や、生物規範型ロボ
ットの最適化などの流体力学の解析に大きな役割を果たす
ことが期待できる．  

図１ 磁場生成・制御システムと遊泳ロボット 

図２ 遊泳ロボットの
高速撮影。周波数＝
６Hz。 

図 3 「流体力学」、「構造力学」と「動力学」の
統合解析ソルバの流れ 



 

（３） 計算流体力学モデルを使用して、自然界の魚類が様々な周波数と振幅での遊泳パフォ
ーマンスを計算して、魚類の波打ち遊泳の様々な新た流体力学の原理を解明した． 

例えば、図４に示すように、2 つの興味深い現象が注目された：①魚が受ける抗力は、
3次元の球体の抗力と同じ寸法効果（抗力曲線の傾斜角）で、2次元板の抗力の寸法効果と違う．
②同じ速度の場合、波打ち遊泳の魚は、波動なしの魚より、3 倍以上の抗力を受ける。この波
打ち遊泳の抗力は波打ち振幅の影響を強く受ける。極端に小さいまたは大きい波打ち振幅は抗
力を増加させる. 

それによって、自然界の魚類は「単位距離あたりのエネルギー消費量が最小化」にす
るように、一定の尾鰭の振幅を維持し、周波数の調整による速度を調整する必要があることを
発見した．魚類波動的な遊泳において、「推進効率の最大化」の場合、単位距離あたりのエネル
ギー消費が増加する可能性があることを示した． 自然界の魚類の観測実験の統計を行い、自然
界の魚類は「推進効率を最大化する」ことを目標としていないことを明らかにした（図４）． 

 

 

（４） 本研究は今まで生物遊泳の評価に用いた「推進効率の最大化」の不適性を指摘し、よ
り適切な評価体系「単位距離あたりのエネルギー消費が最小」を確立した．自然界の魚類が合
理的な柔軟性を保って、簡単な周波数制御だけで遊泳性能の最適化が保証できる可能性を示し
た. 魚類規範遊泳ロボットに遊泳性能の最適化を実現するために、特定の尾部振幅を維持し、
周波数により速度を調整する制御方法を確立した.  
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